
 

3月 6日あいにくの雨のため予定していた動物園へのお別れ遠足を変更し、三気の家で全

員でリズム、集会、ゲームを行いました。普段のダイナミックリズムとは少し違い在園児み

んなで活動する機会となり、卒園児にとっても思い出に残る時間となったのではないでしょ

うか。保護者の皆様にも参加していただき、こどもたちは嬉しそうに体を動かしたり、友だ

ちや大人と関わりながら楽しく活動する姿が見られました。お菓子取りゲームではカードを

選んで卓上のグッズを身に付け、思い思いの姿に変身しました。少し恥ずかしがりながらも

保護者の方と一緒に笑い合い、やりとりを楽しむ姿が見られ、安心できる大人との関りの中

で表現する楽しさを感じる機会となりました。最後はみんなでお弁当を囲み、和やかな雰囲

気の中で卒園児保護者の方からご挨拶をいただきました。友だちや保護者の方、職員と一緒

に過ごす時間を通して、こどもたちの成長を感じられる温かいひとときとなりました。 

ありがとうございます 
 

★卒園記念品（ドットマーカー24枚、スポーツリバーシ 10枚、ミュージックパット、ボール 18個） 

…卒園児保護者 

★動作法訓練会、卒園児プレゼント…森芳輝様 

★音楽療法…外村有佳子様 

★寄付（トイレットペーパー・ティッシュペーパー）…卒園児保護者様 

★廃品回収 収益金を寄付して頂きました…ひかりの会 

★知育玩具、おもちゃ…森 千代子様 

★卒園のお花…レオックさん   ★卒園児プレゼント・退職記念品…松田 ゆみ様 

地域療育支援事業のお知らせ 

◆ハッピークラブ   4月 1日（水） 

◆ラッキークラブ①  4月 8日（水） 

◆ラッキークラブ②  4月 15日（水） 

◆ラッキークラブ③  4月２2日（水） 

※開始時間は午後 4時～です。欠席や遅刻の場合は必ずご連絡下さい。 

※戸外活動の場合もありますので、運動しやすい服装（長ズボン、スニーカー） 

上靴、水筒、タオルを持参の上ご参加ください。 

 

 

 

春の花々が咲きはじめ、きらきらとした日差しに心まであたたかくなる季節になりま

した。 このたびは、ご入園・ご進級、誠におめでとうございます。 

この 4月から本格的な利用が始まるお子さまは、活動時間も増え、さまざまな経験を

通して一歩ずつ成長していかれることと思います。進級されたお子さまには、昨年度に

続き「のんき・こんき・げんき」の園訓を胸に、さらに力を伸ばしていってほしいと願

っています。私たちスタッフ一同、お子さまたちが持つ“成長する力”を信じ、挑戦す

る気持ちを引き出せるよう、ドキドキ・ワクワクする体験をたくさん届けられる療育に

取り組んでまいります。お子さまが豊かに育っていくためには、園での経験だけでな

く、ご家庭の温かな支えや保護者の皆さまの学びも大切な力になります。 当センターで

は、親子で一緒に学び合い、成長を共有できる場として、学習会・親子通園・親子タイ

ムなど、さまざまな取り組みを今年度も継続して実施してまいります。 これらの活動を

通して、保護者の皆さまと手を取り合いながら、お子さまの可能性をさらに広げていけ

ればと考えています。また、当センターは地域の中でのつながりを大切にし、事業所や

関係機関との連携を深めながら、より相談しやすく協力しやすい環境づくりを進めてい

ます。こうした取り組みが、お子さまの地域での生活をより豊かにし、安心して過ごせ

る未来につながることを願い、今後も力を尽くしてまいります。 施設長 古川昌美 

 

  

 

 

  

  

   

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

4 月 

 
三気の家の理念及び療育方針 

・設立理念：「社会の中で生きがいを持ち、豊かな人生を送れるように、ひとりの人として生きる力をつける」を

設立理念とし「のんき・こんき・げんき」をスローガンに療育を行っています。 

・療育方針：食事、排泄、衣服の着脱、挨拶などの基本的生活習慣を確立させます。 

・コミュニケーション能力を養うため、歩く、座る、見る、真似る、指示に合わせる、言葉の指導などを行いま 

す。持続力、適応力、体力をつけるために、リズム体操、集会、戸外活動、製作活動などを行います。 
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○〒  861-8072 熊本市北区室園町 20-40 

☎ 096-346-3323 Fax 096-346-3610 

児童発達支援センター 三気の家 

e-mail non.kon.gen@titan.oｃn.ne.jp 

 

 

 

  

第 32 回三気の家卒園式を執り行いました。当日は春の雨が降る中、厳かな雰囲気に包まれての

スタートとなりました。プレイルームの扉が開き、12名の卒園児が堂々と入場。卒園証書を受け取

って振り返る姿に入園当初の幼かった姿を思い出し、保護者の皆さまと同様に職員も『卒園』を実

感し喜びとともに寂しさも感じました。卒園の言葉では、思い出を模倣や言葉で振り返りました。

代々歌い継がれている三気の家卒園歌は、数十年前に当時の職員で吹き込んだ歌声です。そのメイ

ンボーカルは今年、退職を迎えられた松田先生です。音楽発表はタンバリン・ツリーチャイムと鍵

盤ハーモニカに分かれて演奏しました。言葉に合わせてリズムを刻む「タンバリンのリズム打ち」

と「ドレミの歌」を発表しました。自分のパートだけでなく、お友達の音にも耳を傾けながらタイ

ミングを合わせて演奏するのは簡単なことではありませんでしたが、長い時間をかけて取り組んだ

成果を発揮することができました。最後の親子挨拶でお父様お母様から語られるお話しはそれぞれ

の家族の成長の記録だったと思います。園生活の中で育んできたお子さまの姿を皆さまと見守れた

ことを大変嬉しく思います。三気の家を巣立つ 12名に心からエールを送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お別れ親子通園 

卒園式

 

 

 

   『新年度のご挨拶』 
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